
しヽざとしヽうときに備えて保険・共済に加入しよう

風水害・土砂災害や地震などの災害に対しては、保険や共済に加入するという事前の幅

えが重要です。既に加入している方も補償対象・内容が十分か見直してみましよう。

全国知事会等の実務者で構成された「被災者生活再建支援制度の在り方に関する実務者会

議」の検討結果報告 (令和 2年フ月30日 )では、「被災後の生活再建のためには、保険・共
済に加入する等の「自助」の取組が重要である」とされています。

*保険・共済に加入されている方々は、生活再建の進んでいる害」合が高くなつています。
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令和元年東日本台風による水害で被災した自治体において、全国知事会の協力を得て内閣府で実施したアンケート

調査結果等に基づき集計 (n=250)

☆速やかな生活再建には、保険・共済に加入する等の取組が大切です。

保険・共済に加入することで、災害による、大切な住宅や家財への被害に備えることができ

ます。これらの保険・共済には火災保険 (共済)に上乗せで付帯するタイプのものや、基本的
な補償に含まれるタイプのものなどがあり、補償の対象や内容は様々です。ご自宅の災害リス

クをしつかり確認して、必要な補償を確保しましょう。
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箱催される範囲lま、どの1果険 。熱済とこ瀬入す轟疹とこよつて異なつま亨

鰻撃しく1ま、各奪果騒父裁繋止'典済圏奪本監こ確認鰺ましようう

※共済については、原貝」、出資金を納めて組合員となることが不u用の前提となるので、個々の共済団体にご確認ください。

例えば、一般的な火災保険では、地震、津波、火山の噴火は補償されませんので、それらに

備えるためには、「地震保険」を付帯する必要があります。

1  保険 。共済に加入しているこ―とで速やかな生活再鍵が期待できます
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